上天草市高齢者福祉計画及び第5期介護保険事業計画に関する
パブリック・コメントの実施結果について
１　実施概要
（1） 意見募集した期間

平成24年1月13日（金）～2月10日（金）

（2） 意見募集した計画の公表場所

1 市役所松島庁舎高齢者ふれあい課

2 市役所大矢野庁舎窓口センター

3 市役所姫戸統括支所

4 市役所龍ヶ岳統括支所

5 市ホームページ

（3） 意見募集方法

直接または郵送、ＦＡＸ、Ｅメール

２　意見の概要と市の考え方

（1） 意見の提出者数及び件数　　1人　29件　　　

（2） 意見・要望と市の考え方

	番号
	意見要望
	市の考え方

	１
	境界線が分かりにくい事業が多いので出来るだけ集約したほうが良いのでは。
	　高齢者福祉事業、介護保険事業とそれぞれの目的に沿った事業展開を進めています。制度の違いで集約は困難ですが、今後、事業内容の周知徹底に努めます。

	２
	各事業の、目標値は優秀な市をベンチマークし、設定を望む。
	　地域性が似た先進地の事例を参考にした事業もあります。今後も、住民のニーズや生活文化、地理的条件など地域の実情に適した事業を展開していきます。

	３
	各事業の評価方法は、費用対効果と目標値達成としてほしい。
	　高齢者福祉及び介護保険事業の評価は、一概に数値で表されるものではありませんが、費用対効果と目標値達成度を把握したうえで事業展開することが事業の充実につながると認識しています。

	番号
	意見要望
	市の考え方

	４
	相談、申請からのレスポンスと結果までの期間を数値化し、公表を望む。
	　各事業の実績はまとめていますが、事業によっては、個人情報に関することも含まれるため、事業内容の全部を公表することは不可能です。ただ市民から問い合わせがあった場合、可能な部分はお知らせしています。

	５
	疾病別医療費トップの５の疾病については医療機関の治療方針を費用負担が削減できる方向へ誘導する。（例えば投薬の処方ではなく、生活習慣の改善指導を優先させる。薬は医療機関へ後発医薬品の優先処方を働きかけるなど）
	　現在、担当部署において、生活習慣病の防止や後発医薬品の推進に取り組んでいます。今後も関係機関と連携し医療費抑制に努めます。

	６
	　独居老人の特に男の死亡率は、複数世帯の2倍以上である。複数人数世帯と同等の生活習慣であれば、ここまで極端な乖離はないと思う。特別な対応が必要では。
	　高齢者福祉事業、介護保険事業及び健康づくり事業において、生活改善を始めとするさまざまな事業に取り組んでいます。また、社会福祉協議会やボランティア団体と連携し、独居老人の見守り体制の充実を図っています。

	７
	　高齢者参加型の事業（教室）は、「楽しい」がキーワードになるように、より内容を精査して発展を望む。また、教室で学んだことを自宅で継続して実行することが困難な場合があるので、複数回参加が可能であることを望む。
	　ご意見を踏まえ、さらに事業が充実するよう研究します。自立した生活を送るためには、学んだことを公民館や自宅で継続することが大切です。教室の開催等の事業も地域で主催できるよう支援していきます。

	８
	○住宅改造助成事業
　周知が徹底されれば、この目標額より倍増する。
	今後は市広報紙等を活用して周知に努めます。目標値は、これまでの県補助金額（予算額）及び実績に基づいて推計しています。

	９
	○生活管理指導短期宿泊事業
　利用者が1名なので、事業としてではなく特例で処理する。
	事業として実施することにより、全ての市民に公平にサービスを提供することができ、また予算が確保できているため、利用者は少ないですが現状のとおり実施していきたいと思います。


	番号
	意見要望
	市の考え方

	10
	○養護老人ホーム入所措置事業

和光園と他市町村の当該ホームの待機状況を随時把握できる体制を作る。
	和光園の待機者は市で管理しており、他市町村にある養護老人ホームへの入所希望があれば該当ホームの担当者に確認を行っています。

	11
	○老人福祉センター
　運営費用の細分化と一人当たり費用の適正化を図る。
	上天草市にある4ヶ所（大矢野、姫戸、大道、樋島）の老人福祉センターについては必要な運営費を積算し、指定管理者制度のもと施設運営を行っています。指定管理者制度の導入後利用者の数も増加しており利用者一人当たりにかかる費用は減少している状況です。

	12
	○老人クラブ活動支援事業
　活動内容を明確化する。
	　
老人クラブの運営及び活動については、事業計画、事業報告、随時の相談等で把握しております。活動内容は、98の単位老人クラブそれぞれで違いますが、地域の皆様方にご承知いただいているところです。

	13
	○シルバー人材センター支援事業
　活動内容を明確化する。
	シルバー人材センターの運営及び活動については、事業計画、事業報告、随時の相談等で把握しております。活動内容は、シルバー人材センターにおいて広報紙を発行してお知らせしているところです。

	14
	○地域ネットワーク栄養改善事業
　提供延食数の実績値と平成24年度からの予測値の乖離が大きすぎる。必要な提供延食数が予測値であれば13％しかカバーできていなかったのか、明確な説明が必要である。
	現在は、介護度に応じて配食可能数を設けているところですが、対象となる人の状況に応じて、見守りおよび配食ができるようにしていきたいと考えています。今まで、頻度が少なく利用が難しかった方などの活用が見込まれるため、計画での値が大きくなっています。


	番号
	意見要望
	市の考え方

	15
	○家族介護者交流事業
　開催側で診療内科医など介護者の精神的なケアが可能なゲストを用意する。
	ご意見を踏まえ、こころのケアや心身のリフレッシュにつながるよう、内容を充実していきます。

	16
	○家族介護慰労事業
　慰労金の効果により在宅介護しているかどうか疑問である。もしそうなら年間5万円が適正かどうかの検討が必要。また、不要ではないかの検討もお願いしたい。
	在宅介護をされている方への慰労という性格の事業ですのでご理解ください。慰労金の額を含め、事業の充実に向けてさらに検討していきます。

	17
	○住宅改修支援事業
　住宅改修理由書の作成が難しいのが背景にあるのなら、誰でも簡単に作成できる様式に変更し、この事業は廃止する。
	介護保険での住宅改修のみの利用の場合、ケアマネジャーが理由書作成にかかる支援をしてもプラン料が発生せず無報酬となります。専門的見地からの必要性の判断が必要ですので個人での作成は困難です。

	18
	○運動教室
　週に1回では少なすぎるのでは。少なくとも週に2回以上とする。
	開催回数は事業所と調整して決めていますが、自立的な介護予防（運動習慣）を目指し、教室時以外でも行っていただくことが本来の目的です。

	19
	○訪問型栄養改善
　病院での医療の一環として当該指導を行う。
	栄養改善や食の自立の視点で支援を行っています。必要に応じて医師の指示や指導を受けたり、相談したりしながら実施しています。

	20
	○二次予防事業評価事業
　評価指標の設定は、他市町村の最適値を用いる。
	的確な評価ができ、効果的な事業展開ができるよう、適切な指標を設定します。類似する事業によっては、他市町村の指標を参考にして設定します。

	21
	○介護予防講演会
　アピールが不十分なので改善する。
	ご意見を踏まえ、周知を図り介護予防の意識啓発に努めます。


	番号
	意見要望
	市の考え方

	22
	○地域栄養改善ボランティア育成事業
　平成24年度からの再開は不要で、「おやじの料理教室」の中で育成も兼ねる。
	地域で介護予防に携わる人材を育成する事業の一つであり、今後も継続します。「おやじの料理教室」以外のボランティア活動への移行も目的としています。

	23
	○いきいき高齢者教室
　高齢者支援事業（あっぷあっぷさろん）が独り立ちできる目標を定めて将来は不要とする。同事業は、未開催の地域へのサービスに特化する。
	「あっぷあっぷさろん」は、地域での自立を目指して進めていきます。「いきいき高齢者教室」は、広く介護予防の啓発ができるよう開催しているもので、開催の場を広げていくこととします。

	24
	○一次予防事業評価事業
　最高の目標値を設定する。
	的確な評価ができ、効果的な事業展開ができるよう、適切な指標を設定します。

	25
	○介護予防ケアマネジメント事業
　職員のケアマネジメント力の向上成果を数値化する。
	　
職員のケアマネジメント力の向上については、介護保険の理念である自立支援に基づきプランを作成しており、担当ケースの相談に応じ、プランを通じて事例検討する中で力量を高めています。ケアマネジメントの向上成果は認定結果のみでは量ることができないため数値化は難しいと思われます。

	26
	○包括的継続的なケア体制の構築
　会議は回数ではなく、決定した内容を評価する。
	ご意見のとおり、会議は回数ではなく会議の内容です。今後は、会議の定例化、内容、進行等効果的な会議に努め、地域課題の把握や関係機関との連携を強化し、地域包括ケア体制の充実に向けて機能強化を図っていきます。


	番号
	意見要望
	市の考え方

	27
	○地域における介護支援専門員のネットワークの形成
　研修会が何回で役員会が何回かを分割して報告すべきである。協議会会員に未加入者の介護支援専門員数を把握し、その数が多ければなぜそうなのかを分析し、改善する。また、総介護支援専門員の何パーセントを目標としているのかを設定する。
	　
総会、研修会、勉強会、役員会を通じて、協議会が主体的な運営ができるように支援しているところです。上天草市介護支援専門員連絡協議会や県介護支援専門員協会天草支部、その他ベースとなる職種の協議会等複数加入している方も多くいます。協議会は任意団体であり加入の強制はできませんが、一人でも多くの仲間とネットワークが築けるように、協議会の内容の充実及び加入を促すような働きかけを行っています。毎年、年度初めに加入案内を通知しており、趣旨に賛同し入会し納めた年会費で活動しています。

	28
	○権利擁護事業
　相談件数の増加と高い件数安定は喜ぶべきことではなく、例えば消費者被害対策などは被害を未然に防げば相談件数は減少するべきものと考える。
	ご意見のとおり、相談件数の増加と高い件数を歓迎しているものではありませんが、虐待防止法や相談窓口が周知されることで、それまで相談できなかった人が解決に向けて進んだとすれば、評価できると考えます。消費者被害対策については、H23年4月に設置された上天草消費生活センターと連携して対応しており、消費生活センターにおいても周知活動に取り組んでいます。

	29
	○成年後見制度利用支援事業
　この事業名は廃止し、権利擁護事業の一部として運用する。
	介護保険においては、権利擁護事業は包括的支援事業で、成年後見制度利用支援事業は任意事業ですので一つに事業にまとめることはできません。制度自体は関連性がありますので併せて周知に努めます。


用語の解説

ア　行
○あっぷあっぷさろん

自治公民館単位で高齢者が気軽に集え、生きがいや仲間づくりができ、地域での自主的な介護予防が図れるよう支援。

○いきいき高齢者教室

老人会、高齢者支援事業等の活性化を図ることで介護予防に関する理解を深め、高齢者が主体的に介護予防に取り組むことができるように開催。

○一次予防事業評価事業

事業評価項目に沿って、各事業が適切な手順・過程を経て実施できているかの評価を実施。
○運動教室

転倒骨折の防止及び加齢に伴う運動器の機能低下の予防・向上を目的に実施。

○おやじの料理教室

食の自立のため自治公民館単位で地域栄養改善ボランティアにより開催する男性高齢者向け料理教室。
カ　行
○乖離

そむきはなれること。結びつきがはなれること。（大辞泉より）

○介護予防講演会

介護予防に関する知識の普及・啓発により予防につなげるため、専門の講師を招いて講演会を開催。

○介護予防ケアマネジメント事業

自立保持のための身体的・精神的・社会的機能の維持向上を目標としている介護予防事業に関し、要支援者について地域包括支援センターが実施する事業。
○家族介護者交流事業

心身のリフレッシュや介護の負担軽減を目的に実施する家族介護者同士の交流事業。

○家族介護慰労事業

要介護4または5の認定期間が半年以上あり、かつ在宅期間が半年以上の要介護者を介護している方に対し慰労金を支給する事業。
○権利擁護事業

高齢者等が地域生活に困難を抱えた場合に、尊厳のある生活を維持し安心して生活ができるよう、専門的・継続的な視点から支援する事業。
○後発医薬品（ジェネリック医薬品）

新薬（先発医薬品）の特許が切れた後、開発メーカーとは別のメーカーが製造発売する医薬品。（日本大百科全書より）
サ　行
○シルバー人材センター支援事業

高齢者の就業の機会の増大と福祉の発展を図るため上天草市シルバー人材センターを支援する事業。
○住宅改造助成事業

おおむね６５歳以上の要介護認定を受けた人を対象に、転倒予防等の介護予防と介護家族の負担を軽減することを目的に住宅のバリアフリー化を促進する事業。
○住宅改修支援事業

住宅改修における理由書作成に対しての助成事業。
○生活管理指導短期宿泊事業

養護老人ホーム・特別養護老人ホーム等への短期間の宿泊により、生活習慣等の指導や体調調整を図る事業。
○成年後見制度利用支援事業

低所得の高齢者や申し立てる親族がいなかったり、親族に申し立てできる能力がなかったりする場合に、代わりに成年後見制度の申請支援を行う事業。
タ　行
○地域ネットワーク栄養改善事業

ケアプランに基づき、定期的に見守り・食事を提供する事で、在宅で自立した生活を送ることができるよう支援する事業。

○地域栄養改善ボランティア育成事業

地域の「栄養改善」活動を支援する人材を育成するために実施。
○地域における介護支援専門員のネットワークの形成

上天草市介護支援専門員連絡協議会及び地域の介護支援専門員の日常的な業務の円滑な実施を支援するために介護支援専門員のネットワークを構築すること。
ナ　行
○二次予防事業評価事業

介護予防事業の効果による要介護（要支援）認定者数の目標値に照らした達成状況の検証を通じ、介護予防二次予防事業を評価する事業。
ハ　行
○訪問型栄養改善

低栄養状態のおそれがあり、通所型より訪問型の事業利用が適切と思われる方に対して食の自立に向けて相談・指導を実施。

○包括的継続的なケア体制の構築

高齢者が、地域で安心してその人らしい生活を継続するために、医療機関、施設、在宅を通じ、包括的・継続的に支援ができるよう、関係機関との連携体制を構築するとともに、介護保険サービス以外の地域における様々な社会資源を活用できるよう地域の連携・協力体制を整備すること。
ヤ　行
○養護老人ホーム入所措置事業

６５歳以上で、環境上の理由及び経済的理由で家庭での生活が困難な高齢者　　の措置事業。他市町村の養護老人ホームへの措置も実施。
ラ　行
○レスポンス

応答、反応、対応、返事（大辞泉より）
○老人福祉センター

　　高齢者の各種の相談に応じ、健康増進、教養の向上、レクリエーションを実施する施設。
○老人クラブ活動支援事業

老人クラブの運営や活動等の指導、相談を行い、高齢者の健康、生きがいづくりを目的に老人クラブ活動を支援する事業。
　
　
1

